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１.小林会長挨拶  

会に先立ち会長より挨拶が行われた。また、今年度で退職される校友会事務

局の宮谷さんへ花束贈呈とともにお礼を申し上げた。  

 

２.議事録確認、幹事会出欠報告、他＜総務委員会：松崎＞ 

前回議事録について説明があり承認された。  

 

３.地方支部、各同窓会関連の活動報告＜小林会長＞  

以下の会に出席したこと。また今後の予定について報告があった。  

2月  16日：愛媛県支部  23日：山陰支部  

3月 2日：三菱電機電機会  16日：山陽支部総会（柳田副会長）  

17日：卒業式  

 

4.次年度体制について＜小林会長＞  

 今年度が会長として2期目の最後の年であることから、今までの4年間を振り

返っての同窓会の活動について感想・反省等の話があった。次年度の体制につ

いては現在検討中であり、今回の総会で役員の交代（若返り）をはかっていき

たい。  

また慣例に従い、会長退任後は幹事の職も辞したいとの考えを示した。なお、

次期会長としては、柳田副会長にお願いすることを検討している旨、話があっ

た。  

 

会 議 開 催 日 時 平成 25 年 3 月 19 日（火）18：30～20:10 

開 催 場 所 東京千住キャンパス 1 号館 2 階 校友会会議室 

参 加 者 

（ 順 不 同 ） 

小林幸宏、相原浩一、小島一記、前田治、野島謙之助、野村

章次、田中宏、福澤智、本橋光也、大野孝、柳田裕二、橘敏

彦、福嶋邦夫、鈴木迪子、石﨑泰司、米田守重、三好守眞、

山名昌男、髙見澤計夫、西村一郎、三井和幸、内田茂、大舘

昌男、松﨑裕一、平山文雄、山本隆洋、野崎隆 

                    （計２７名） 

配 布 資 料 １． 大学同窓会Ｈ24 年度 幹事会レジュメ 

２． 東京電機大学 同窓会 平成 24 年度第 6 回幹事会議事録 

３． 平成 25 年度 総会（資料案） 

４． 東京電機大学同窓会会則変更（規定検討委員会） 

５． 委員会開催報告書（事業委員会） 

議 事 内 容 記録者：本橋光也  

東京電機大学同窓会 

平成 24 年度第 7 回幹事会 

議事録 
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5．次年度総会＜総務委員会：小島＞  

はじめに、総会の概略について小島役員から説明があった。全体の流れ、分

担等についてレジュメを使って説明があった。その後、各担当委員から以下の

通り、配布資料とともに説明があった。  

 

１）相原副会長から総会の資料をもとに第一号議案24年度事業報告および第3

号議案について説目があった。続いて第5号議案について説明があった。特

に今回、会則の改定があるため、説明の方法ポイント等について議論が交わ

された。  

２）第6号議案である役員改選について次期会長予定の柳田副会長から説明が

あった。  

これに対し、役員候補者の中に幹事会への出席率が低い人がいるが問題な

いのか、役員には幹事会に出席できる人がなるべきではないか、との意見が

橘幹事、野島幹事からあった。会長からは、出席率は良くないが、幹事会以

外のところで多くの作業や役割をこなしているので承認してほしい、との説

明があり、さらに、相原副会長から、色々な背景があっての案であるので是

非理解してほしい、との次期役員案について選考理由が説明された。  

これらの議論の後、幹事会としては、今後、該当者の出席率が上がること

を期待することとして、提案の人事を承認することとした。  

３）小島役員から、第2号議案である24年度決算・監査報告について配布した

収支報告書をもとに説明があった。縦の会1件増加、郊外幹事会等の支出増

となった。その他、特に予算との差が生じた項目について説明があり、これ

らの理由と今後の対策等について説明があった。  

これらに対し、支部会の予算額が大きすぎるので、今後この項目について

検討し直すべきではないかと意見および質問が橘幹事からあった。この質問

に対し、会長からこの予算の必要性・重要性について説明があった。また、

校友会の立場として野崎幹事から、校友会組織が従来から変更したことも含

めて理解をしていただけるよう説明があった。また現在、校友会と同窓会の

関係について検討中であり、今後、状況をみて検討していきたいとの話があ

った。  

以上の議論の後、決算について幹事会で承認された。  

４）第4号議案について平成25年度予算（案）資料をもとに小島役員から説明

があった。  

橘幹事から、倹約していることが分かるような予算作りが必要ではないか

と質問があった。次年度は卒業生数が増加しこれに伴う収入増がある。これ

について正しい根拠に基づいて算出したものかと、大舘幹事から質問があっ

た。これらの質問に対し会長から、今回の案は十分調査した結果である旨説

明があった。そして来年度は新体制のスタートの年であり、そのためにより

活発に活動したいとの考えで充実した予算計上をしたことが、相原副会長か

ら説明があった。  

以上の議論の後、次年度予算が承認された。  
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５）福島事業委員長から当日の役割、タイムスケジュール等の説明があった。

現在、詳細は検討中である。後日詳細を案内するのでご覧いただきたいとの

話があった。  

６）特別講演会についてポスターおよび案内等について山本委員長から説明が

あった。また、講演会後のサイン会は当初計画していたが行わないこととし

た。  

７）同窓会賞として、会長賞は鳩山キャンパスの自動車部、特別賞は全日本ソ

ーラーカー＆FCカー・チャンピオンシップの各団体とし、次回、4月16日の

幹事会でプレプレゼンをしてもらう予定であることが説明され、承認された。

（準会員支援委員長、山本）  

８）議事録署名人として、前田幹事および鈴木幹事にお願いすることとした。

（総務委員長：本橋）  

 

６．その他  

NHKロボコンはビデオ選考で落選した旨、報告があった。（総務委員会、小島） 

 

 

                                     

以上 

                                         


